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環境経営方針 

 

<環境経営理念>         

環境用品、環境機器を開発する目的として設立した会社として環境保全に努め、環境へ

の取り組みを徹底します。 

 

廃ガラスリサイクル事業を展開し、未利用資源（色付きガラスびん、自動車ガラス、複

層ガラス、家電ガラス等）の再資源化を図り、将来大量廃棄の見込まれる太陽光パネルの

100％リサイクルシステムを確立し、このシステムを日本国内に広めてまいります。 

また、今年は工場の増設を行い新しい仕様（化合物系、両面タイプ、ペロブスカイト等）

の太陽光パネルリサイクルを行う予定です。 

事業展開中は地球環境改善に貢献するため、省エネ、省資源、再資源化を常に意識し、

環境関連法規の厳守、環境負荷低減、環境保全活動を積極的に取り組みます。  

       

         

<行動指針>         

１．事業活動に使用する機器の省エネに努めます。車両は eco ドライブに努め使用燃料の

削減、環境に配慮した事業活動を展開します。 

２．３Ｒ活動の一環として、紙ごみを減らしリサイクルして環境活動に貢献します。 

  又、工場においては廃ガラスなどの廃棄物のリサイクルに努め、リサイクル商品の販

売促進に努めます。 

３．事業活動に関する法規制は、確実に厳守することを誓約します。 

4．地域活動、環境保全活動への参加、環境経営レポートの公表など、地域との環境コミュ

ニケーションに努めます。 

５．事務所と本社工場の電気を再生エネルギーに変更するように努めます。 

6．継続的な改善を行います。 

         

         

         

制定日：2018 年 6 月 29 日 

改定日：2025 年 6 月 10 日 

         

株式会社 環境保全サービス      

代表取締役 狩野 公俊        
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業務概要＆認証登録範囲 
1. 名称及び代表者名 

株式会社 環境保全サービス 

代表取締役 狩野 公俊 

 

2. 所在地 

本社及び資材倉庫    岩手県奥州市水沢卸町４番７ 

本社工場及び資材倉庫  岩手県奥州市水沢佐倉河字向川原１０６－７ 

第二リサイクルセンター 岩手県奥州市水沢佐倉河字西上川原１１２－１ 

 

3. 環境管理責任者及び担当者連絡先 

環境管理責任者  リサイクル部長 菊地 信一   TEL：0197-25-7522 

環境工場責任者  営業課長    髙橋 信一 

FAX:0197-25-6229（共通） 

メールアドレス：info@khs.ne.jp 

ホ ー ム ペ ー ジ：http://www.khs.ne.jp 

 

4. 事業活動の内容 

産業廃棄物中間処理業、一般廃棄物中間処理業、医薬品販売業(第 2 類及び第 3 類医

薬品)、毒物及び劇物一般販売業、廃棄物再資源化装置(ガラス破砕機等)の製造販売 

 

5. 事業規模    

資本金            ３,６００万円 

売上高（２０２4 年度）１,0１７,４５５万円 

 

項目 本社及び資材倉庫 本社工場及び資材倉庫 
第二ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀ

ｰ第２工場 

第二ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀ

ｰ第３工場 

従  業  員 １0 人 ６人 ４人 

延べ床面積 963㎥ 886㎥ 605㎥ 393㎥ 

 

6. 認証登録範囲 

本社、本社工場、第二リサイクルセンター(第２工場、第３工場) 

全組織 

 

 

7. 営業範囲 

日本全国内、大韓民国、台湾（中国）、インド 
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8. 社歴 

昭和 61 年 ３月   (株)東北ダイワサービスを設立 

平成 元年 ７月   社名変更 株式会社 環境保全サービスとなる 

平成 12 年 4 月   通商産業省認可「廃ガラスリサイクル事業協同組合」を設

立 

           （同組合の代表理事会社となる） 

平成 24 年 10 月   3R 推進環境大臣表彰受賞 

平成 25 年 7 月   (株)ホウトク薬品産業、(有)カリノ薬品商事を吸収合併 

平成 27 年 3 月   「ガラス分離装置」の特許取得 

平成 29 年 4 月   「ガラスわけーるⅢ型」開発 

令和 3 年 12 月   「はばたく中小企業小規模事業者 300 社」に選定 

   令和 ４年１１月   代表取締役 狩野公俊が発明協会より「発明奨励賞」を授

与 

令和 5 月 4 月   代表取締役 狩野公俊が春の叙勲「旭日単光章」を授与 

9. 許可内容 
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処理方法等 廃棄物等種類 
処分方法

等 

令和 4 年度  

処理量（ｔ） 

令和 5 年度  

処理量（ｔ） 

令和 6 年度 

処理量 

（ｔ） 

中間処理 

  ガラス、陶磁器 破砕 1159 974 1880 

うち再

資源化

等 

ガラス、陶磁器 破砕 1055 915 1810 

再資源化等量

小計 
  1055 915 1810 

中間処理合計 1159 974 1880 

中
間
処
理
後
の
産
業
廃
棄
物 

再資源

化 

ガラス、廃プラ混

合 
委託 104 59 70 

ガラス、陶磁器 有価売却 1055 915 1810 

再資源化等量

小計 
  1159 974 1880 

中間処理後処分量合計 1283 974 1880 

収集運搬方法等 廃棄物等種類 
処分方法

等 

令和 3 年度  

運搬量（ｔ） 

令和 4 年度  

運搬量（ｔ） 

令和 5 年度  

運搬量（ｔ） 

客先から自

社 
  ガラス、陶磁器 破砕 5.23 5.16 1.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

受託した産業・一般廃棄物の処理量 
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実施体制 

1. 組織 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 環境経営システム 役割・責任・権限表 

 

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任。

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備。

・環境管理責任者を任命。

・代表者による全体の評価と見直しを実施。

・環境方針の作成。

・委員長は社長とし、環境管理責任者が召集する。

・環境管理責任者の提案を審議し、決定事項を環境責任者は各部門で実施する。

・内部監査の代りに、計画の進捗状況・ガイドラインへの適合状況を審議し、
　不適合・不具合が有る場合は代表者、環境管理責任者に是正を勧告する。

・コロナによる感染予防の為３カ月に１回開催し、環境活動の取組を確認する。

・環境経営システムの構築、実施、管理。

・環境活動の取組結果を代表者及び環境管理委員会へ報告。

・不適合、不具合がある場合は環境責任者に是正勧告する。

・是正後の確認。

・環境管理責任者の補佐。

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口。

・環境活動レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・取組データの集計、取りまとめ及び文書記録類の管理。

環境工場責任者 ・環境責任者に指示し奨励・実施・確認・是正・維持する。

担当部門について環境経営システムを実施し、維持する。

・省資源、省エネ、節水等の奨励・実施・確認・是正。

・従業員に対する教育訓練の実施

・不適合、不具合がある場合は是正処理の実施。

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚し、能力向上に努める。

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加。

代表者（社長）

環境責任者

全社員

環境事務局

環境管理委員会

環境管理責任者

代表者 社長 環境管理責任者 

部長 

環境管理委員会 

役員、環境管理責任者、事務局 

環境工場責任者、環境責任者 

環境事務局 

部長、課長 

環境工場責任者 

課長 

環境責任者 

専務 

環境責任者 

工場長 

社員 社員 
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設備 

◎本社工場 

 ・破砕処理施設Ⅰ      1 式 (処理能力４ｔ/日） 

 ・フォークローダー   1 台 

 ・フォークリフト   ２台 
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◎第二リサイクルセンター （第 2 工場・第 3 工場） 

 ・破砕処理施設Ⅱ (処理能力 2.688ｔ/日) ・破砕処理施設Ⅲ (処理能力 3.328ｔ/日) 

 ・破砕処理施設Ⅳ (処理能力 3.952ｔ/日)  ・破砕処理施設Ⅴ (処理能力 400ｔ/日) 

 ・破砕処理施設Ⅵ (処理能力 3.328ｔ/日) 

 ・フォークローダー  1 台 ・フォークリフト   2 台 
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環境経営目標 

主な環境負荷の実績 

環境経営目標 1.主な環境負荷の実積 
  

     項目 単位 2022 年度 2023 年度 2024 年度 

二酸化炭素排出量 
kg-CO₂/

年 
271,450 279,659 256,790 

購入電力使用量 ｋｗｈ 154,746 127,117 83,930 

廃棄物排出量（産廃） ｔ／年 67 90 67 

廃棄物排出量（一廃） ｋｇ／年 7,930 2,310 7,200 

産業廃棄物リサイクル率 ％ 95 91 96 

注：購入電力の CO2 排出係数は、基準年度（2022）の東北電力の調整後排出係数（0.521kg-CO2/kWh）を使用。 

電力の一部はオリックスを使用 CO2 排出係数は基準年度の調整後排出係数（0.6kg-CO2/kWh）を使用。 

 

 

環境経営目標 
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環境経営目標の実績 
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環境経営計画の内容と取組結果、次年度以降の取組内容 

当社では、環境方針に基づき二酸化炭素、廃棄物、水使用量を削減し、環境目標を達成

するため、従業員が一丸となって省エネルギー、廃棄物の削減・リサイクル及び節水等に

取組んでおります。 

取組内容 
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次年度の取組内容 
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環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価並びに違反、訴訟等の有無 

当社が法的義務を受ける環境関連法規について遵守状況をチェックしたところ違反はあ

りませんでした。 

また、ここ暫く、関係当局からの違反等の指摘、住民等からの苦情、訴訟等について、

問題がありませんでした。 

 

 

 

 

代表者による全体評価と見直しの結果 

 

見直し項目 評価 見直し指示 

１環境経営方針 
全体に前年より意識が高くなってき

ている 
現状維持 

２環境経営目標 
電力、軽油の使用は増えたが受注増

によるものである。 

来年より現在の電力会社から再生

エネルギーで発電した電力会社に

変更することに決める 

３環境経営計画 社内徹底度は良好であった 現状維持 

４環境経営システ

ム 
概ね良好であった 

再エネルギー発電量が多くなるよ

うに太陽光パネルガラスの反射材

利用の促進をする 

５実施体制      実業務と整合性が取れており良い 継続 

6 その他   

全体評価                                                      

各工場毎に社員同士で話し合い効率と安全を配慮した作業の工夫を図り、CO2 の削減を勧め

る。                                                  

  

 


